
憲法を守ろう・市原市民連絡会

２００５年５月３日（火祝）
ＹＯＵホール（市原市勤労会館）

１３：３０
（連絡会）●司 会 桑田尚子

会場のみなさん、一緒に唄いましょう！● ----オープニング

♪ あのすばらしい愛をもう一度
【作詞】北山 修 【作曲】加藤 和彦 【編曲】橋本 祥路

♪ 卒業写真
♪ はこべの花は

【作詩】永井和子 【作曲】神野和博
♪ 翼をください

【作詞】山上路夫 【作曲】村井邦彦

演奏： （アコーディオン）阿南信宏
（ピアノ）土方洋子
（クラリネット）米本博之
（ソプラノ）齋藤早苗
（斉唱指揮）齋藤隼央

● （連絡会共同代表）主催者あいさつ 松下佳紀

● １４：０５～１５：２５講 演
ジャーナリスト吉田敏浩

「戦争の加害者にも被害者にもならないために」
＜休憩＞

● （順不同） １５：３５～１６：０５呼びかけ人・リレートーク
（書道家） （医療法人社団博瞳会常任理事）飯高和子 大木みつ子
（大学講師） （市原平和のつどい代表）齋藤和夫 林 政子
（弁護士） （元フジテレビアナウンサー）守川幸男 山川建夫

質 疑●

● （連絡会事務局長）事務局連絡 鳰川 静

● （連絡会共同代表）閉会あいさつ 中村美彦
１６：３０

事 務 局 (月・水・金 10:00～16:00)
市原地区労働組合協議会 気付

〒290-0056 市原市五井 １３４０－２
TEL＆ FAX ０４３６－２１－５４７３

i-chikurou@point.ne.jpMAIL
郵便振替 憲法を守ろう・市原市民連絡会
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日 本 国 憲 法
1946(昭和 21)年 11月３日公布 1947(昭和 22)年５月３日施行

日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、われらと
われらの子孫のために、諸国民との協和による成果と、わが国全土にわたって自
由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることの
ないようにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲
法を確定する。そもそも国政は、国民の厳粛な信託によるものであって、その権
威は国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国民が
これを享受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法はかかる原理に基づく
ものである。われらは、これに反する一切の憲法、法令及び詔勅を排除する。
日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深
く自覚するのであって、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの
安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧
迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある
地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免
かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。
われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはなら
ないのであって、政治道徳の法則は、普遍的なものであり、この法則に従ふこと
は、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立たうとする各国の責務であると信
じる。
日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的を達成す
ることを誓ふ。

第９条
日本国民は正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる
戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、 としては、国際紛争を解決する手段
永久にこれを放棄する。

を達するため、陸海空軍その他の はこれを保持しない。前項の目的 戦力
国の交戦権はこれを認めない。

第96条
この憲法の改正は、各議院の総議員の三分の二以上の賛成で、国会が、これを
発議し、国民に提案してその承認を経なければならない。この承認には、特別の
国民投票又は国会の定める選挙の際行はれる投票において、その過半数の賛成を
必要とする。
憲法改正についての前項の承認を経たときは、天皇は、国民の名で、この憲法
と一体をなすものとして、直ちにこれを公布する。
第97条
この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の
努力の成果であって、これらの権利は、過去幾多のの試練に堪へ、現在及び将来
の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである。
第98条
この憲法は、国の最高法規であって、その条規に反する法律、命令、詔勅及び
国務に関するその他の行為の一部または全部は、その効力を有しない。
日本国が締結した条約及び確立された国際法規は、これを誠実に遵守すること
を必要とする。
第99条
天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を

を負ふ。尊重し擁護する義務



≪テーマ≫◆
( )◆≪講 師≫ 吉田敏浩さん アジアプレス・インターナショナル

1957年大分県出身。77年にビルマ・シャン州の解放区を訪ねて以来、ビルマ、タイ、
アフガニスタン、インド、バングラデシュなど、アジアの諸民族の世界を訪ねる。
1985年３月から88年 10月まで、ビルマ北部のカチン州とシャン州へ３年７ヶ月に及
ぶ長期取材。その記録をテレビ番組「回想のジャングル （ＮＨＫスペシャル）にて」
発表。また同記録をまとめた「森の回廊 （ＮＨＫ出版）で第27回大宅壮一ノンフィ」
クション賞（96年）を受賞。
その他の著書に 『宇宙樹の森 （現代書館 『北ビルマ、いのちの根をたずね、 』 ）、
て （めこん 『生命の森の人びと （理論社 『夫婦が死と向きあうとき （文芸春』 ）、 』 ）、 』
秋 。共著に『アジア大道曼荼羅 （現代書館 『世界の民・光と影 （明石書店）な） 』 ）、 』
どがある。

『ルポ 戦争協力拒否』岩波新書 (赤927) 2005年１月刊◆
「はじめに」●

］。［再選を果たしたブッシュ大統領は、05年１月にファルージャ掃討作戦を行った
抵抗武装勢力も住民も見境なく虐殺し、街を破壊した。およそ2000人の民間人が死
亡したともいわれる。
このような米軍の無差別攻撃を、小泉首相はいち早く支持し［たが、イラク市民
の犠牲はテロ対策のためのやむを得ない犠牲というのだろうか 。］
ファルージャ攻撃には、沖縄に駐留する米海兵隊も加わっている。イラク侵攻作
戦では、横須賀から出た米空母の艦載機が爆弾の雨を降らし、巡洋艦はミサイルを
撃ち込んだ。在日米軍基地はイラク戦争と占領の出撃拠点になっている。その米軍
基地を維持するために、日本の国費が毎年およそ6600億円も提供されている。
……しかし、日本人の多くはその事実に気がつかず、イラクの現実を自分たちと
は関係のない遠い国のできごとと見過ごしているのではなかろうか。だが、日本が
アメリカの戦争に加担し、加害者の側に立っているという事実は、これからの日本、
日本社会、日本人のありようにも深く関わってくる問題なのである。……

１ 戦争のできる国へ●
２ 自衛隊員は命令を拒否できるか
３ 有事体制を拒否する人々
４ 自由にものも言えない社会に抗して
５ 戦争の加害者にも被害者にもならない



あのすばらしい愛をもう一度
作詞 :北山 修 作曲 :加藤 和彦 編曲:橋本 祥路

一 命かけてと 誓った日から
すてきな想い出 残してきたのに
あのとき 同じ花を見て 美しいと言った二人の
心と心が 今はもう通わない
あの素晴らしい 愛をもう一度
あの素晴らしい 愛をもう一度・・・・・

二 赤とんぼの歌を 歌った空は
なんにもかわって いないけれど
あのときずっと 夕焼けを 追いかけていった二人の
心と心が 今はもう通わない
あの素晴らしい 愛をもう一度
あの素晴らしい 愛をもう一度・・・・・

三 広い広野に ぽつんといるよで
涙が知らずに あふれてくるのさ
あのとき 風が流れても 変わらないと言った二人の
心と心が 今はもう通わない
あの素晴らしい 愛をもう一度
あの素晴らしい 愛をもう一度・・・・・

翼をください
【作詞】山上路夫 【作曲】村井邦彦

一 いま私の願いごとが 二 いま富とか名誉ならば
かなうならば翼がほしい いらないけど翼がほしい
この背中に鳥のように 子どものとき夢みたこと
白い翼つけてください 今も同じ夢に見ている
この大空に翼をひろげ この大空に翼をひろげ
飛んで行きたいよ 飛んで行きたいよ
悲しみのない自由な空へ 悲しみのない自由な空へ
翼はためかせ 翼はためかせ
行きたい

この大空に翼をひろげ
飛んで行きたいよ
悲しみのない自由な空へ
翼はためかせ
行きたい





ミュージック・ハウス＜夢＞
メールアドレス：jinno@coral.ocn.ne.jp
ホームページ：http://www9.ocn.ne.jp/~jinno/


